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海上保安庁
海の事故ゼロキャンペーン

ミス日本みどりの大使の佐塚こころが、福島県柳津町が策
定した森林利活用ビジョン発表に併せたキックオフイベン
トに登場しました。27日は緑の少年団らと植樹、28日は
地元の木工工房を営む方々とのトークショーにてファシリ
テーターを務めます。林業活性化は、雇用を守るだけでな
く森林や川を豊かにし、町を災害から守ることにも繋がり
ます。森林利用を加速するまちづくりを応援しましょう!

水の週間実行委員会
8月1日水の日ポスター

日本水難救済会
青い羽根募金ポスター

全国森林組合連合会
緑の雇用ポスター

海技資格協力
センター

①資格更新
②免許取得

③ライフジャケッ
ト着用呼びかけ

ポスター
東京農林水産振興財団

とうきょう林業サポート隊
募集ポスター

日本らしい美しさを磨き、社会をよりよい方向に導く
女性を輩出するミス日本コンテスト! 次回大会の〆
切は７月１５日です。応募はWEBから簡単に可能で
す。応募を考えている方、あるいは周囲に良い方がい
らっしゃいましたら、ぜひオススメして下さいませ♪



ミス日本｢海の日｣高橋彩乃が、福岡で開催されたボート
ショーに登場。日本マリン事業協会任命の「マリンアン
バサダー」としてボート体験乗船など海のアソビPRに務
めました。今年の夏は暑い!ぜひ海へ行きましょう!

男鹿市で開催された森林祭にみどりの大使佐塚が登場し
ました。県民の皆さまと共に記念植樹のあとは、緑の募
金への協力を呼びかけます。佐塚は募金してくれた方々
に山ツバキの苗木をプレゼントしておりました。

全国上下水道
コンサルタント協会(高坂)
先月の支部に続き､本部開催!

日本グラウンドマンホール工業会(高坂)
今年から水道用鉄蓋工業会と統合
上下水道一体化が進みます。

日本CLT協会（佐塚）
CLTは万博リングや佐塚の
大学校舎にも使われてます。

大和リース会(高橋)
企業講演の際に高橋から
質問。場を沸かしました。

日本下水道協会
2025高坂が体調不良により
急遽2024安井南さん登場!

日本内航海運総連合会(高坂)
海の日高橋体調不良により
高坂が登場。海運が日本の
物流を支えています。

日本洗浄技能開発協会(高坂)
下水道の維持･厚生技術に
注目が集まっています。



競馬G1レースにて優勝したパンジャタワー号の快挙を
祝し、馬主、調教師、騎手ら関係者が集まっての祝勝会
が都内で開催。ミス日本グランプリの石川満里奈もお祝
いに駆けつけました。横綱大の里も登場し、場は日本一
タイトルホルダーの集まりとなり大賑わいでした。

茨城県の緑の少年
団を対象に、みど
りの大使佐塚がキ
ノハナWSを開催
しました。小学生
たちがかんな屑を
使って、花束を
作っていきます。

日本に流通するアーモンドや乳製品
加工の多くを手掛ける筑波乳業の工
場見学に、ミス日本受賞5名が訪れ
ました。所員の方々の衛生意識の高
さに触れ、食の安全がいかに守られ
ているかを実感しました!

準ミス日本の⾧尾巴菜子が、千葉県の
新聞配達会社の会合にゲストとして登
場しました。
毎日ニュースを届けるために未明から
働く方々に感謝のスピーチを行い、関
係者を労いました。

水の天使の高坂実優が、ドリームジャンボ宝くじの抽選会に
立会人として登場しました。ステージでは宝くじを購入し、
楽しみが高じてさらに何度か買い増してしまったお話を披露。
ドキドキしながら億万⾧者誕生の瞬間を見届けました。

みどりの大使の佐塚が、
全国47都道府県の森林組
合代表者らの前で、これ
までの約半年の活動を紹
介するスピーチを行いま
した。
「私はみどりの少年団出
身で、地元は林業が盛ん
な地域。キノハナWSは
子どもたちの笑顔がいっ
ぱいです」とお話。あと
半年の活動も頑張ります。

みどりの大使佐塚が信
越放送ラジオにレギュ
ラー登場します!
毎週水曜15時50分
番組｢ミックスプラス｣
内の新コーナーです。
放送は公式WEBや
podcast配信にも対応。
7月2日から毎週水曜、
ぜひお聴き下さい!

みどりの大使佐塚が、
福島県で開催された
ウォーキングイベント
にゲスト登場しました。
今年の舞台は棚倉町。
風光明媚な山本不動尊
周辺をコースとして、
600名の参加者が歩い

出来栄えの良さに「父の日のプレ
ゼントが出来た!」と喜ぶ子ども
たち。佐塚は30名以上の子ども
たちに指導し続け、子どもたちの
笑顔に満足そうでした。

ていきます。佐塚はチェックポイント
に先回り。冷えた飲み物やミニトマト、
名産品を参加者に渡して激励しました。
ゴールでは完歩証をプレゼント。皆で
健康･健脚を喜ぶ一日でした。



1日 全国植樹祭公式記録動画 ナレ収録/佐塚
2日 運輸懇談会 ゲスト/高橋
4日 宮崎県森林組合職員連絡協議会 講演/佐塚
10日 サザエさん一家もりのわ話吹き出しコンテスト

選考会 審査員/佐塚
11日 TGS連絡協議会総会懇親会 司会/高坂

海難救助の青い羽根募金PR 国交大臣表敬訪問/高橋
16－18日 伐木等特別教育(チェンソー)in⾧野/佐塚
17日 下水道促進提言活動/高坂
15日 第58回ミス日本コンテスト2026 応募締め切り
24日 海事関係功労者祝賀会 /高橋
25－27日 マリンカーニバルinメリケンパーク/XXXX
27日 全国水産･海洋高等学校カッターレース決勝戦表彰式

プレゼンター/22海の日属安紀奈
29日 東京2025デフリンピック協賛企業･団体交流集会

司会/佐塚,石川
29,30日 下水道展2025大阪 OP式典ほか出演/高坂

(29,30)東亜グラウト工業トークステージ出演/高坂
(29)オリジナル設計トークステージ出演/高坂

31日 第19回農林中金・森林組合トップセミナー
森林再生基金事業発表会 司会/佐塚

掲載開始済みポスター
全国森林組合連合会 緑の雇用ポスター

7月より 海上保安庁 海の事故ゼロポスター
日本水難救済会 青い羽根募金よびかけポスター
海技資格協力センター 海技資格更新よびかけポスター
海技資格協力センター ライフジャケット着用ポスター

→→全国の海洋・港湾施設、および自治体や駅に掲示
水の週間実行委員会 8月1日水の日ポスター

→→関東主要駅や公共施設などに掲示
東京農林水産振興財団 とうきょう林業サポート隊ポスター

→→都内の役所や林業関係施設などに掲示

6,13,20,27日【WEB】FITNESS LOVE ミス日本便り掲載
23,24日【WEB】Deview みどりの百景&パンジャタワー

記事掲載

6月 【冊子】日本下水道協会｢下水道協会誌｣寄稿/高坂
【冊子】林野庁｢情報誌林野｣寄稿/佐塚
【冊子】全日本海員組合「海員」寄稿/高橋

みどりの大使の佐塚が、日本木質バイオマスエネルギー
協会の設立10周年記念式典に司会として登場しました。
農水省で元事務次官の末松広行さまの講演や、トーク
ショーが展開。FIT取引価格についてなど今の燃料施策
につながる基となるお話に、佐塚も興味津々でした。

1日 九州ボートショー 出演/高橋
2日 表敬訪問 東海大学学⾧/⾧尾
3日 日本洗浄技能開発協会 総会懇親会司会/高坂
5日 表敬訪問 東京都水道局/高坂
7日 2025あきた水と緑の森林祭 出演/佐塚
9日 日本CLT協会 総会懇親会司会 /佐塚
11日 筑波乳業 工場見学/受賞5名
12日 全国上下水道コンサルタント協会 総会懇親会司会/高坂
14日 ミス日本OG会/現役ミス日本＋OG有志
15日 茨城県緑の少年団交流集会 キノハナWS講師/佐塚
16日 NHKマイルカップ優勝パンジャタワー号祝勝会/石川

信越放送ラジオ｢森と生きるを考える｣収録/佐塚
千葉県毎日会 ゲスト/⾧尾

17日 日本グラウンドマンホール工業会 総会懇親会司会/高坂
18日 ドリームジャンボ宝くじ抽選会 立会人/高坂
20日 日本内航海運総連合会 懇親会会司会/高坂
22日 ミス日本SNSショート動画撮影/石川,高坂,⾧尾

第37回ふくしま緑の百景歩こう会 ゲスト/佐塚
24日 全国森林組合連合会 全国会議 挨拶/佐塚
25日 大和リース会 司会/高橋
27日 日本下水道協会 総会懇親会/24安井南
27,28日 福島県柳津町森林利活用ビジョンキックオフ/佐塚
30日 日本木質バイオマスエネルギー協会

設立10周年記念式典 司会/佐塚

＠＠＠専務理事・和田健太郎の編集後記＠＠＠
ミス日本「海の日」が出来たきっかけ

今年もとんでもない暑さですが、こんなに気温が高いと
海遊びが快適に楽しめたりもします。さて、ミス日本
「海の日」は海の日を中心に活動を活発にするのですが、
その設立経緯をここに記録しておきます。
ミス日本｢海の日｣が出来たのは1996年の1月大会です。
その前年、1995年に｢国民の祝日に関する法律｣が改正
され、7月20日の「海の日」が祝日になりました。この
時、元NHKチーフプロデューサーで当時審査員、現在
はミス日本協会理事の加藤和郎氏の働きかけによって
「国民の祝日「海の日」を祝う実行委員会」と繋がりを

得て、ミス日本大会の中で「海の日」を盛り上げていく賞
を選出することとなりました。初代海の日は、1996年の祝
日初年度から式典などの公的な活動の幅を広げていきます。
現在はなくなりましたが、7月開催の海フェスタでは皇室の
方のアテンド役を務めることもありました。
ちなみに1990年代には日本海事広報協会による「ミスマル
レイナ」というPRキャラクターもありましたが、ミス日本
｢海の日｣に役割が統合されていきました。
現在の水の天使やみどりの大使が公的活動を多く展開して
いる礎には、この海の日で培った経験が活かされています。


